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	・攻め（価値創造）：社会課題やお客さまの潜在ニーズに向き合い、AIを積極的に利活用して、業
	務スタイルの変革と新たなお客さま体験価値の創出を実現していきます。
	・守り（安全・信頼）：「ヒト」を中心に据え、リスクの正しい認識、人権の尊重、およびコンプライアン
	スを遵守することで、安全にAIを利活用していきます。
	・基盤（人財・組織）：AIへの理解を深める継続的な人財育成と、パートナーと一体となった利活用を
	推進し、管理体制の見直しなど適切に対応していきます。
	「JR東日本グループAIポリシー」の7つの要素
	AIポリシーやAIガバナンスに関する詳細は、以下のサイトをご確認下さい。
	・AIポリシー：https://www.jreast.co.jp/company/csr/governance/internal-control/ai-policy/
	・AIガバナンスに関する基本的な考え方：
	https://www.jreast.co.jp/company/csr/governance/internal-control/#ai-governance

